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1.細胞株および differential display 
マウスの大腸癌細胞株 NL4 、 NL17、 NL22は同一の親株由来で、マウスに移植されたとき異なる転移能を示す。
NL4 は、転移能を示さず、 NL17は、血管内に移植されたとき、転移能を示すが、皮下移植では転移しな L 、。 NL22
は、血管内、皮下のいずれに移植された場合でも、転移能を示すことが知られている。上記の 3 細胞株より mRNA
を抽出し、 cDNA を作成し、 40種の 5'-arbitrary primer と 4 種の 3'-anchored primer を用いて、 differential disｭ
play を施行した。
2. マウス cDNA ライブラリー・スクリーニングとヒト・カウンターパートの同定












ヒト大腸癌の手術検体より、ゲノム DNA を抽出し、 PCR-SSCP 法を用いて、上記スクリーニングにより配列を
決定した遺伝子の構造領域における遺伝子変異を検討した。
【結果】




よる相同性検索にて、この遺伝子は、大腸癌、肝細胞癌、非小細胞肺癌で・良く知られている染色体 8p2 1. 3・p22上の
共通欠失領域にマップされた。そこで、 PCR-SSCP にて遺伝子変異を検索したところ、大腸癌51例中 1 例、肝細胞





















肺癌における共通欠失領域である 8p2 1. 3-p22にマップされていることが判明し、遺伝子変異を有する症例も得られ
Tこo
以上の結果は、この新規遺伝子が転移能の獲得を含む癌の進展に対し抑制的に機能する可能性を示すものであり、
癌細胞の生物学的特性の解明に寄与する可能性を有し、学位に値するものと考えられる。
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